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分科会役割分担表 

 (敬称略) 

区分 第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会 

会場 ３０１会議室 ２０１会議室 ３０２会議室 ３０３会議室 

⾃
⼇
⾛ 

〈全国共通協議題〉 

多様な機関や人々が連携・

協働する地域共生社会に

て求められる これからの

民生委員とは 

～制度創設 110 周年の節

目を控えて～ 

〈全国選択協議題〉 

「なりて確保」に向けた環境

づくり 

～新たな担い手と委員の継

続性を考える～ 

〈関東ブロック独自協議題〉 

「こどもまんなか社会」の実

現に向けて、児童委員・主

任児童委員だからできる

こと 

～地域の子どもや子育て

家庭との向き合い方を考

える～ 

〈関東ブロック独自協議題〉 

民児協の組織力向上に向

けた取り組み 

～民児協ならではの強みや

特性を活かした組織活動を

考える～ 

⽰
⼇
⾄
⽠ 

⾊
⼇
⽼
⼇ 

順天堂大学 

スポーツ健康科学部 

先任准教授 松山 毅 

淑徳大学 

総合福祉学部 

教授 菅野 道生 

淑徳大学 

人文学部 

教授 稲垣 美加子 

合同会社 

泉惠造研修企画工房 

代表社員 泉 惠造 

実
践
報
告
者 

①茨城県民児協 

副会長 羽成 利広 

①東京都都民連 

常務委員 中村 恵吾 

①神奈川県真鶴町民児協 

会長 青木 和美 

①栃木県民児協 

副会長 宮地 ゆみ 

②新潟県魚沼市民児協 

会長 佐藤 憲吉 

 

②静岡県民児協 

副会長 佐野 晋 

 

②長野県長野市民児協 

副会長 石田 三千夫 

 

②山梨県山梨市三富地区 

民児協 

会長 荻原 眞紀子 

③千葉市第１１０地区 

民児協 

会長 鈴木 茂子 

③新潟市亀田地区民児協 

会長 渡邉 寿子 

   

③さいたま市民児協 

主任児童委員連絡会 

部会長 髙野 裕美子 

③横浜市民児協 理事 

金沢区民児協 

会長 寺木 好子 

④川崎市民児協 常任理事 

多摩地区民児協 

会長 及川 伸子 

④相模原市民児協 

会計 望月 規男 

 

④浜松市中央区元城・県居 

地区民児協 

会長 中村 惠美子 

④静岡市葵区西部地区 

民児協 

会長 石田 孝司 

運
営
責
任
者 

千葉県民児協 

副会長 相馬 信彦 

千葉県民児協 

理事 梶原 栄治 

千葉県民児協 

理事 片岡 仁 

千葉県民児協 

理事 岡田 はる美 

運
営
幹
事 

千葉県民児協 

理事 星見 和子 

千葉県民児協 

評議員 大内 美弥子 

千葉県民児協 

理事 平井 加代子 

千葉県民児協 

監事 筑井 正 

千葉県民児協 

評議員 鈴木 昭一 

千葉県民児協 

評議員 石毛 克身 

千葉県民児協 

評議員 青木 和詳 

千葉県民児協 

評議員 田代 資二 
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　下表は参考例です。

分科会の進め方は、参加する分科会によって異なります。

No. 目安時間 所要時間 事　項 担　当

① 9:00－9:10 10分 開会・資料説明等 運営責任者

② 9:10－9:20 10分 テーマの趣旨・ねらい コーディネーター

③ 9:20－10:40 80分 実践報告
コーディネーター
実践報告者①～④

④ 10:40-10:55 15分

⑤ 10:55－11:35 40分 質疑応答・意見交換等
コーディネーター
実践報告者
参加者

⑥ 11:35－11:55 20分 まとめ コーディネーター

⑦ 11:55－12:00 ５分 閉　会 運営責任者

分科会進行表 （参考例）

休　憩　（※参加者からの質問受付）

第１分科会 
 

 

【全国共通協議題】 

多様な機関や人々が連携・協働する地域共生社会にて求められる 

これからの民生委員とは～制度創設 110 周年の節目を控えて～ 

 

 

民生委員・児童委員活動は、状況に応じて幅広く柔軟に取り組める特質がある反面、「どこま

で行えばよいか」の範囲が曖昧になりやすく、現場の委員、とりわけ期の浅い委員の負担となっ

ています。 

今後、他機関との連携や分担、IT 機器の活用等を進め、民生委員本来の役割に注力できる環

境整備を進めていくことが求められますが、あわせて、「民生委員だからこそ取り組むべきこと」

は何かということを、現場の視点をもとに議論してくことが重要です。 

制度創設１１０周年記念事業では、社会情勢の大きな変化をふまえ、今後の民生委員・児童委

員活動の方向について関係者で協議し、新たな活動方策として示すこととしています。その議論

の一環として、改めて今後、民生委員が担うべき固有の役割とは何かについて、ご協議ください。 

 

（敬称略） 

役 割 氏 名 所 属 

コーディネーター 松山 毅 順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 

実践報告者 

羽成 利広 茨城県民児協 副会長 

佐藤 憲吉 新潟県魚沼市民児協 会長 

鈴木 茂子 千葉市第１１０地区民児協 会長 

及川 伸子 川崎市民児協 常任理事  多摩地区民児協 会長 

運営責任者（進行） 相馬 信彦 千葉県民児協 副会長 

運営幹事 
星見 和子 千葉県民児協 理事 

鈴木 昭一 千葉県民児協 評議員 
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第１分科会 
 

 

【全国共通協議題】 

多様な機関や人々が連携・協働する地域共生社会にて求められる 

これからの民生委員とは～制度創設 110 周年の節目を控えて～ 

 

 

民生委員・児童委員活動は、状況に応じて幅広く柔軟に取り組める特質がある反面、「どこま

で行えばよいか」の範囲が曖昧になりやすく、現場の委員、とりわけ期の浅い委員の負担となっ

ています。 

今後、他機関との連携や分担、IT 機器の活用等を進め、民生委員本来の役割に注力できる環

境整備を進めていくことが求められますが、あわせて、「民生委員だからこそ取り組むべきこと」

は何かということを、現場の視点をもとに議論してくことが重要です。 

制度創設１１０周年記念事業では、社会情勢の大きな変化をふまえ、今後の民生委員・児童委

員活動の方向について関係者で協議し、新たな活動方策として示すこととしています。その議論

の一環として、改めて今後、民生委員が担うべき固有の役割とは何かについて、ご協議ください。 

 

（敬称略） 

役 割 氏 名 所 属 

コーディネーター 松山 毅 順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 

実践報告者 

羽成 利広 茨城県民児協 副会長 

佐藤 憲吉 新潟県魚沼市民児協 会長 

鈴木 茂子 千葉市第１１０地区民児協 会長 

及川 伸子 川崎市民児協 常任理事  多摩地区民児協 会長 

運営責任者（進行） 相馬 信彦 千葉県民児協 副会長 

運営幹事 
星見 和子 千葉県民児協 理事 

鈴木 昭一 千葉県民児協 評議員 

 



第１分科会コーディネーター略歴

松山 毅 氏

（順天堂大学スポーツ健康科学部・先任准教授）

【学歴】

日本社会事業大学大学院 博士課程修了

（博士：社会福祉学）

【専門分野】

社会福祉やソーシャルワーク理論を踏まえて、地域における高齢者・障害者・子育て

世代の生活支援や社会参加、まちづくり

【職歴】

〇順天堂大学スポーツ健康科学部健康学科講師（ ～）

〇同准教授（ ～）

〇同先任准教授（ ～）

【主な学外活動】

〇日本地域福祉学会関東甲信越ブロック地方委員（千葉県）

〇日本福祉教育・ボランティア学習学会理事

〇千葉県社会福祉協議会「千葉県福祉教育推進連絡会議」委員・議長（ ～）

〇千葉県社会福祉協議会政策調整委員会委員・副委員長（ ～２０２６）

〇千葉県社会福祉協議会評議委員選任解任委員会委員（ ～）

〇社会福祉法人愛光理事（ ～）

〇社会福祉法人印旛福祉会評議委員（ ～）

〇社会福祉法人恵泉福祉会利用者支援事業スーパーバイザー（ ～）

〇印西市・佐倉市・四街道市・富里市・八街市・成田市、酒々井町・栄町・千葉市の行

政・社協委員多数 
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第１分科会コーディネーター略歴 

松山 毅 氏

（順天堂大学スポーツ健康科学部・先任准教授） 

【学歴】 

日本社会事業大学大学院 博士課程修了 

（博士：社会福祉学） 

【専門分野】 

社会福祉やソーシャルワーク理論を踏まえて、地域における高齢者・障害者・子育て

世代の生活支援や社会参加、まちづくり 

【職歴】 

  〇順天堂大学スポーツ健康科学部健康学科講師（2005～） 

  〇同准教授（2009～） 

  〇同先任准教授（2015～） 

【主な学外活動】 

  〇日本地域福祉学会関東甲信越ブロック地方委員（千葉県） 

  〇日本福祉教育・ボランティア学習学会理事 

  〇千葉県社会福祉協議会「千葉県福祉教育推進連絡会議」委員・議長（2009～） 

  〇千葉県社会福祉協議会政策調整委員会委員・副委員長（2023～２０２６） 

  〇千葉県社会福祉協議会評議委員選任解任委員会委員（2017～） 

  〇社会福祉法人愛光理事（2019～） 

  〇社会福祉法人印旛福祉会評議委員（2016～） 

  〇社会福祉法人恵泉福祉会利用者支援事業スーパーバイザー（2015～） 

  〇印西市・佐倉市・四街道市・富里市・八街市・成田市、酒々井町・栄町・千葉市の行

政・社協委員多数 
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【第1分科会】

多様な機関や人々が連携・協働する地域共生社会
にて求められるこれからの民生委員とは
～制度創設 110 周年の節目を控えて～

順天堂大学 松山毅

本日の分科会のねらい

2027年（令和9年）に、民生委員児童委員制度は110周年を迎えます。

2030年、2040年に向けて、少子高齢化のますますの進行、地域社会
や家族の変容、これまであった社会的課題の深刻化、新しい社会課題の
顕在化など、変化が予測されています。

地域共生社会の推進、重層的支援体制整備事業など、ますます多職種
による連携的支援や、地域社会における福祉活動の協力などが不可欠
になります。民生委員児童委員や主任児童委員の活動は、どのような役
割、立ち位置が求められているでしょうか。皆さんは、どのような活動を
目指しているでしょうか。

「100周年活動強化方策」による取り組みを踏まえて活動を振り返りつ
つ、これからの民生委員児童委員、主任児童委員の活動について、個別
支援や地域支援の観点から考えてみたいと思います。
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民生委員制度創設100周年活動強化方策 ～人々の笑顔、安全、安心のために～

第Ⅰ部 民生委員制度創設100周年を迎えて～守り続けていくべきもの

1．民生委員・児童委員が果たしてきた役割

方面委員時代より民生委員の本質は住民の「良き隣人」であったこと。住民に寄り添い、
住民目線に立った活動を行なってきたからこそ住民の信頼を得ることができた。

この100年間、民生委員が果たしてきた役割として以下の5つがあげられる。

①常に住民の身近な相談相手、見守り役であったこと

②行政の協力者として福祉制度を効果的に機能させるつなぎ役であったこと

③社協や共同募金など民間社会福祉活動の中核であり、推進者であったこと

④住民や地域課題の可視化と住民の代弁者としての提言を行なってきたこと

⑤時代に先駆け、時々の福祉課題の解決に自ら取り組んできたこと

２．これからも守り続けていくべきこと

なにより大切なのは1人ひとりの委員の心であり、活動の姿勢やそのあり方（「奉仕性
や隣人愛」、「住民との信頼関係」、「住民視点の活動」、「基本的人権の尊重」など）。

これらを示した「民生委員児童委員信条」をこれからも守り続けていくことが大切。

第Ⅳ部 民生委員・児童委員活動の重点～「100周年活動強化方策」

1．民生委員・児童委員活動に期待されているもの

これからの活動に期待されるものとして、以下のような点があげられる。

①変わらぬ住民の身近な相談相手、見守り役としての活動

②地域の福祉課題を明らかにしていくこと

③児童委員であることを意識した活動

④多様な関係者をつなぐ「結節点（ハブ）」となること

⑤住民や地域の代弁者としての積極的な意見具申、提言

⑥地域づくりの担い手となること

活動においては、民生委員・児童委員は専門職ではなく、行政や専門機
関等への「つなぎ役」であることをあらためて意識することが大切。

民生委員制度創設100周年活動強化方策 ～人々の笑顔、安全、安心のために～
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第Ⅳ部 民生委員・児童委員活動の重点～「100周年活動強化方策」

2．今後の活動の重点～「100周年活動強化方策」

重点 1

• 地域のつながり、地域の力を高めるために誰もが孤立せず、地域のなかで笑
顔で生活を送ることができるようにするためには、希薄化しがちな人と人と
のつながりを強化し、地域の力によって誰もが支えあえる社会を創っていく
ことが大切。そのため、これまで以上に地域の幅広い関係者と連携し、人び
とに働きかけ、「わがまちならでは」の仕組みづくり、取り組みを進める。

【具体的取り組み例】

自治会・町内会活動と民生委員・児童委員活動との連携強化
「一声運動」「挨拶運動」などを通じたつながりの強化
子育てを応援する地域づくりの推進

民生委員制度創設100周年活動強化方策 ～人々の笑顔、安全、安心のために～

第Ⅳ部 民生委員・児童委員活動の重点～「100周年活動強化方策」

2．今後の活動の重点～「100周年活動強化方策」

重点 2

• さまざまな課題を抱えた人びとを支えるために、さまざまな課題を抱えながら、
助けを求める「声を出せない人」、「声を出さない人」が少なくない。こうした
人びとを早期に適切な支援につなげるために、幅広い人びとと連携・協働し、
「気になる人」を早期に把握する。また、地域において必要な支援やサービスに
ついて、民生委員・児童委員だからこそ可能な提案、提言を積極的に行なう。

【具体的取り組み例】

積極的な訪問活動を通じた住民との関係づくりの推進

出張相談会等を通じて相談の「入り口」を広げる

住民の代弁者としての意見具申、提言機能の強化

社会福祉法人・福祉施設との積極的連携

民生委員制度創設100周年活動強化方策 ～人々の笑顔、安全、安心のために～
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第Ⅳ部 民生委員・児童委員活動の重点～「100周年活動強化方策」

2．今後の活動の重点～「100周年活動強化方策」

重点3
• 民生委員・児童委員制度を守り、発展させていくために現在、民生委員・児童委
員制度は、なり手不足、住民の認知度低下等、種々の課題に直面している。こう
した課題を解決し、民生委員・児童委員制度をさらに発展させていくために、民
児協による委員支援機能を強化するとともに、地域の人びとの理解を進め、なり
手確保の「すそ野」を広げる。

【具体的取り組み例】

単位民児協の機能強化による民生委員・児童委員への支援

都道府県・指定都市民児協による委員支援（専門研修実施等）

民生委員・児童委員候補者の選任方法の多様化

地域住民への積極的なPR活動の展開

民生委員制度創設100周年活動強化方策 ～人々の笑顔、安全、安心のために～

「活動事例集 地域共生社会と民児協活動」 全国民生委員児童委員連合会 2022．3 ｐ59
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20３0年に向けた福祉を取り巻く環境

福祉組織・関係者は、長年にわたり、誰もがともに支え合う「福祉社会」の実現をめざ
して、多様な福祉実践を積み重ねてきた。この地道な実践の積み重ねは、住民の福祉
ニーズや課題に応じた福祉諸制度の創設や改革、福祉のまちづくりにつながってい
る。こうした地域福祉活動の推進は、現在、国が進めている「地域共生社会」の実現に
連なるものといえる。

2025 年には団塊の世代が全て75歳以上になり、2040年には団塊ジュニア世代
が65歳以上になる。65歳以上の高齢者数は、2025年には3,677万人、2030年
には3,716万人となり、2042年には3935万人でピークを迎えると予測されてい
る。

少子高齢化が進むなか、地域では孤独死やゴミ屋敷等の増加、社会的孤立、ひきこも
り、8050問題、貧困や格差等、さまざまな地域生活課題が顕在化している。児童虐
待、DV（ドメスティック・バイオレンス）の増加、高齢者や障害者への虐待等は増加し、
重篤な課題になっている。こうした課題の背景には、地域社会の関係性の希薄化、家
族形態の変容等があると指摘されている。

20３0年に向けた福祉を取り巻く環境

地域社会の変容

都市部では、人口集中が進むなかで高齢化が急進し、住民が抱える課題も多様
化・複雑化していくと推測さている。その一方、地方部では若者を中心に人口が流
出し、経済活動が低下するとともに、交通インフラや社会資源の減少等によるい
わゆる買い物難民等買い物や移動に困難を生じる人びとが発生し、地域社会の維
持が困難になっていくことが予想されている。

2050年には全国の約半数の地域で人口が50％以上減少し、うち2割では無居
住化（人が全く住まなくなった土地や地域が広がること）するという推計されてい
る（国土交通省）。現在、地域によっては、「限界集落」を超えて、「ムラおさめ」をす
る集落も生じてきている。このような状況に対応するため、「コンパクトシティ」化
を構想し、進めている自治体もある。

また、見守り支援から、身寄りのない高齢者等へのサポート事業も制度として検
討されている。
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これからの民生委員児童委員活動に求められるもの

地域社会は、物理的にも人間関係的にも、ますます「地域のつなが
り」は希薄化していく。

地域福祉政策は、共生社会推進や重層的支援体制整備を通して、専
門職の連携、総合的包括的相談体制の整備、専門職のサポートによ
る地域づくりや参加支援を進めている。対象者の属性や制度の縦割
りを、横断的包括的につなげて対応を進めている。

民生委員児童委員は、これまで通り、区域を対象に、生活課題のあ
る人に気づき、援助につなげ、見守ること。従来から取り組んでき
た、区域や小地域を基盤に、人や家族の丸ごとを受け止め問題に対
応するというスタイルは、包括的支援体制で整備しようとしている
総合相談支援にすでに取り組んできたといえるでしょう。

地域で困っている様々な人に気づき、相談に乗り、つなげる役割は、民
生委員児童委員が従来取り組んできたことですが、ますます重要な役割
になります。

住民が相談しやすく、民生委員児童委員が活動しやすい地域を創ること。

そのためには、区域担当の民生委員児童委員と主任児童委員が協力し
あって委員活動としての総合相談支援に努め、包括的支援体制の整備を
地元自治体や関係機関にはたらきかけ協力する民児協活動をすすめるこ
とではないかと思います。

地域のことは何でも民生委員児童委員が担うということではありません。
委員活動をやりやすくするために、民生委員以外に対応できる地域の支
えあいの関係を構築しておくことが不可欠です。結果として、委員活動
の負担を減らし、委員が地域の紐帯として地域づくりに貢献することに
もつながると考えます。「つながる」力が重要です。

これからの民生委員児童委員活動に求められるもの
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地地域域共共⽣⽣社社会会とと⺠⺠⽣⽣委委員員のの役役割割
ーー制制度度創創設設111100年年にに向向けけててーー

⼟浦市⼀中地区⺠⽣委員児童委員協議会
会 ⻑ 羽成 利広

１９２６年６月、方面委員辞令交付式
記念写真（個人蔵）

100年前から、あなたの街で

これからもあなたと共に

⼀中地区の概況（人口20,087人、高齢化率30.0％、委員定数39名）
• 地域特性：水と緑に囲まれた歴史ある市街地と商業地、農村地域が混在
• 少子高齢化：⼀人暮らし高齢者の増加とコミュニティの希薄化
• 活動概況：県内初の活動強化方策を通じた組織強化
• 新たな課題：支援ニーズの複雑化、多様化、そして担い手不足の懸念

全国花火競技大会 霞ヶ浦と中心市街地 全国⼀のレンコン産地

市の概況（東京から45分！、東に霞ヶ浦、⻄に筑波⼭、人口141,368人、高齢化率29.4％、委員定数240名）

2



49

「つなぎ役」から「協働者」へ
これまで⺠⽣委員児童委員は、地域と⾏政を「つなぐ」役割が中心でした。しかし、課題が
複雑化する現在は、「つなぐ」だけでは解決の糸口が見えないケースが増えており、多職種
チームの⼀員として共に考え、動く「協働者」への転換が求められています。

これまで：つなぎ役 これから：協働者（パートナー）

（ 困りごと） （パイプ役） （支援の実施）

転換の柱（1）：孤立・複合的な悩みへの早期対応能力
転換の柱（2）：専門機関とのフラットかつ密接な連携体制

住⺠ ⺠⽣委員 ⾏政

多職種
社 協
ケアマネ
自治会

⾏政
専門機関

⺠⽣委員
3

（（行行動動計計画画のの見見直直しし））
なぜ今、改定か

策定から5年経過

時代の変化に伴い、
従来の活動スタイ
ルではカバーしき
れないニーズの増
加

データの更新

改定の概要
追加
1 災害に備える地域づくりに協力
2 子ども虐待やDVの早期発見・対応
3 ヤングケアラーの早期発見と支援へのつなぎ
4 地区⺠児協の意見具申と提⾔の積極的な取組み
5 働きながら活動する委員に対する理解促進
削除
1 乳幼児訪問事業の再構築の可能性協議
2 地域障がい者就業センターの活用促進
3 外国人の増加に伴う多⾔語対応の取組み促進

4
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活活動動強強化化⽅⽅策策のの改改定定にに伴伴いい、、⺠⺠⽣⽣委委員員個個⼈⼈とと地地区区⺠⺠児児協協のの重重点点目目標標ををアアンンケケーートト調調査査
（（22002266..11〜〜22002266..22）） ーー行行動動計計画画のの中中かからら重重点点目目標標をを各各自自33項項目目選選定定ーー

個人の重点目標（上位５項目）

 地域の見守り役としての役割を果たし、
必要な支援に繋ぐ。

 訪問活動を積極的に展開し、要支援者
の早期把握に努める。

 自治会等の活動に積極的に参加し、情
報の共有化を図る。

 災害に備える地域づくりに協力する。
 委員活動の理解や支援者の拡大を図る。

地区⺠児協の重点目標（上位５項目）

「積極的な訪問や早期把握を基本目標とし、他機関との連携を強化することで、委員一人
の負担を軽減しつつ、地域全体で支える仕組みを実現しようとする意識が高い。」

 自治会、町内会との連携を強化する。
 社会福祉協議会等との連携を強化する。
 地域住⺠への積極的なPR活動を展開
する。

 学校との情報交換会を通じて、子ども
に関する情報共有に努める。

 定例会の充実を図る。

5

目的：地域の「強み」と「課題」を可視化し、支援の方向性を共通認識化する
役割：地区⻑⇒地域の歴史・伝統と地縁ネットワークの活用

社会福祉協議会⇒専門的知見とリソースの提供・調整役
⺠⽣委員児童委員⇒⽣活に根ざした「気づき」と「情報」

地区カルテ（地域診断）ができるまで
 2025.8 地区⻑、社会福祉協議会中央支部及び地区⺠児協で地区カルテ作成の合意
 2025.9〜11 33地区の地域課題の把握と整理（地区⻑、社協支部、⺠⽣委員児童委員）
 2025.10〜2026.2 担当委員による地域課題の確認
 2026.3 地区カルテの完成・配布

地域カルテによる「地域の見える化」のメリット
○ 属人的な活動から組織的な活動へ ○ 情報共有の円滑化と支援の抜け漏れ防止

6
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草木等の管理不十分（空き家、高齢者宅）
集まりの場や交流機会の不足
ひとり暮らし高齢者の孤立化
地域の担い手不足（仕事を理由とする各種団体役員の担い手不足）
地域⾏事の衰退（少子化と高齢化に伴う担い手不足）
空き家対策（高齢者の施設入所に伴う空き家増加と環境の悪化）
災害時の助け合い懸念（普段の近所づきあいが疎遠となる傾向）
ゴミの分別問題（ゴミが散乱する集積所が散見される）
不法投棄（イベント来場者や住⺠以外の不法投棄）

地区カルテの内容
・人口動態
・組織の現状（自治会、防災会、
子ども会、高齢者クラブ等）

・地域活動と町内⾏事
・地域特性、地域課題及び必要
な支援、地域資源

7

•目的：各専門領域を越えた「横のつながり」の構築

•共通課題：担い手確保と役割の充実

具体的な連携効果役割・強み構成メンバー

「制度の谷間」にある課題の吸い上げと具申制度上の不備・⾏政改善提案⾏政相談委員

対象者への多面的な地域見守りと理解促進更⽣保護・社会復帰支援の専門保護司

プライバシーに配慮した権利擁護の共同推進権利侵害の防止・相談対応人権擁護委員

各専門機関への情報提供と適切なハブ機能⽣活実態の把握・初期相談⺠⽣委員児童委員

8
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制度の谷間にある課題をどう拾い上げるか。
地域の事情をよく知る⺠⽣委員児童委員から⾏政相談委員に地域課題
に関する相談票を提出し、課題解決に向けた協力連携

相談事例の共有
相談事例は、地区⻑及び⾏政相談委員と連携し、課題解決に取り組む
車椅子用福祉車両の配置拡大（令和８年４月、１台追加配置）、避難所の再編、危険踏切の改良、
安全な通学路の整備など

地区⺠児協の意見具申機能の活用（茨城県内では実績が少ない）
課題解決の⼀環として、地区⺠児協の意見具申機能を活用する

9

フェーズ1 フェーズ2
110周年

フェーズ4

地区カルテの
共有推進

デジタルツー
ルによる情報
共有の効率化

「孤立させない」
地域づくり宣⾔

関係機関と
の連携強化

四委員合同
会議定例化

ICTと対面を融合した
柔軟な活動形態の確立

現役世代も参加しやす
い柔軟な活動スタイル

ICTの活用は「手段」、目的は「誰も孤立させない地域づくり」へのコミットメントです。

フェーズ3

10
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新しい⺠児協活動

参加することで自身のスキルアップ
や自⼰成⻑にもつながるポジテブな
活動価値の創造

活動の見える化

地域住⺠に対し、活動の成果や意義を
分かりやすく発信

信頼と期待を高める効果的なアピール
（SNS、広報の活用）

「次世代が担いたくなる魅力的な組織」への転換
（現役世代も参加しやすい時間と場所に縛られない活動）

11

私たちは110年の歴史の重みを受継ぎつつ、
新たな技術と連携の力で、持続可能な⺠⽣委員制度を構築します。

市⺠の最も身近な相談相手として、誇りを持って
地域の未来を支え続けます。

誰もが安心して暮らせる⼟浦の未来を⼀中地区から創りたい
と考えています。

⼟浦市⼀中地区⺠⽣委員児童委員協議会

つくば霞ヶ浦りんりんロード（全⻑１８０キロ）

自転車のまち 土浦

12
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今、民生委員児童委員に求められること

⿂沼市⺠⽣委員児童委員協議会 会⻑ 佐藤憲吉

R8.7.31 令和８年度 関東ブロック⺠⽣委員児童委員研究協議会

写真：活動強化方策表紙より

魚沼市の概況

⿂沼

目黒邸雪灯籠（守門地域） 鷹待山と只見線（入広瀬地域）

上原コスモス園（広神地域） 芝桜公園（堀之内地域）

魚野川の夕日（小出地域） 枝折峠の滝雲（湯之谷地域）

人 口 31,465人
世帯数 13,082世帯

⿂沼市⺠⽣委員児童委員協議会

(※欠員が３地区あるため合計117人となっている。)

⺠⽣委員児童委員 108人/111人
主任児童委員 9人/ 9人

合 計 117人/120人

今、民生委員児童委員に求められること

⿂沼市⺠⽣委員児童委員協議会 会⻑ 佐藤憲吉

R8.7.31 令和８年度 関東ブロック⺠⽣委員児童委員研究協議会

写真：活動強化方策表紙より

魚沼市の概況

⿂沼

目黒邸雪灯籠（守門地域） 鷹待山と只見線（入広瀬地域）

上原コスモス園（広神地域） 芝桜公園（堀之内地域）

魚野川の夕日（小出地域） 枝折峠の滝雲（湯之谷地域）

人 口 31,465人
世帯数 13,082世帯

⿂沼市⺠⽣委員児童委員協議会

(※欠員が３地区あるため合計117人となっている。)

⺠⽣委員児童委員 108人/111人
主任児童委員 9人/ 9人

合 計 117人/120人
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魚沼市の現状と課題

■少子化により地域の保育園や学校の統廃合が進み、地域コミュニティの場が減少して
います。

15歳未満の子どもの数 2015年 4,283人 2025年 2,175人

小中学校の数 小学校 2026年 8校 2032年 4校
中学校 2026年 5校 2037年 1校

■高齢化により山間地域を中心に限界集落化がすすんでいます。

人口の推移 2005年 43,555人 2015年 37,352人 2025年 31,950人

高齢化率 2025年 27％ 2015年 32％ 2025年 40％

さらに、魚沼市は豪雪地帯

行政の取組み
■軽度⽣活支援事業（除雪援助）

（対象世帯）
・65歳以上の高齢者のみの世帯
・18歳未満の子のいるひとり親世帯
・⾝体障がい者⼿帳１〜４級
・療育⼿帳A・B
・精神障がい者保健福祉⼿帳１級・２級のいずれかに該当する障がい者のみの世帯
・世帯全員が非課税世帯又は均等割り・自力での除雪が困難で親族からの支援が受けられない世帯
・冬期間居住しているなどの条件がある世帯

（利用者負担）
・屋根雪等の除雪 １時間 500円（複数人で作業の場合は延べ時間で算定します）
・門 払 い １回 150円（約30分以内の場合）

■豪雪災害対策に係る除雪業務（災害救助法適用） 令和８年２⽉２⽇〜21⽇
（対象世帯）

・軽度⽣活支援事業（除雪援助）の対象世帯
・上記には該当しないが、住家が積雪により倒壊等の危険な状態にあり、かつ、自らの資力及び労

力で除雪ができない世帯で、連合自治会⻑等が援助を必要と認める世帯
（利用者負担）

・各１回のみ無料
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民生委員児童委員の取組み

■各地区⺠⽣委員児童委員協議会
・定例会 ⽉１回
・部会活動（高齢者福祉部会、障がい児・者福祉部会、児童福祉部会、ボランティア委員会）
・その他（地域活動、学校との連携、福祉施設との交流 など）

■⿂沼市⺠⽣委員児童委員協議会
・理事会（4）主任児童委員会議（4）地区⺠児協会⻑会議（4）総会、全体研修会
・⾏政・社協・⺠児協との三者懇談会

R7テーマ「交通⼿段の確保」「中学校の部活動の地域移⾏」「避難所の環境整備」
R8テーマ ⺠⽣委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケートより

R7.行政社協民児協三者懇談会 R8.魚沼市民児協総会

広報活動

主任児童委員会報「胎動」

R8.啓蒙チラシ（表・裏）

民生委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケート １

■民生委員等の活動で大変だと思うことや負担を感じること、困っていることはありますか。

・勤務しながらの定例会の参加、定例会で仕事を休まなければならないこと
・除雪機、農繁期の活動
・おむつ券の⼿渡し
・赤い羽根共同募金の集金
・除雪援助の取りまとめ、引き受け⼿を探すのが大変
・異性宅への訪問など
・精神的負担が大きい
・どこまでやるのかの判断
・町内会と⺠⽣委員とのつながり
・市⺠と市役所の考え方が違うとき
・避難支援者名簿をもらっても災害時にどうしたらよいかわからない

民生委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケート ２

■民生委員等の活動をよりよくするためにはどのようなことが必要だと思いますか。

・自治会⻑との連携、町内との連携、地区保健師との連携
・委員同士の交流、コミュニケーション
・活動方法や結果等発表しあえる場があると活動のヒントになる
・地域をよく知ること
・情報を共有すること
・市や社協が負担を感じる⺠⽣委員に寄りそう体制を整備する
・区⻑と情報交換できるように、市、社協、包括、⺠⽣委員の個別地域情報交換会に区⻑から参加

してもらう
・⺠⽣委員の仕事内容の検討
・⺠⽣委員の会議や研修等の負担を減らしてほしい。地域が広い
・現役で働いている人ができる環境づくり
・時代に合わせて⺠⽣委員制度の変化（年齢、改選時期の変更）
・市から個人情報を少し提供してもらうと活動しやすいと思う
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民生委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケート １

■民生委員等の活動で大変だと思うことや負担を感じること、困っていることはありますか。

・勤務しながらの定例会の参加、定例会で仕事を休まなければならないこと
・除雪機、農繁期の活動
・おむつ券の⼿渡し
・赤い羽根共同募金の集金
・除雪援助の取りまとめ、引き受け⼿を探すのが大変
・異性宅への訪問など
・精神的負担が大きい
・どこまでやるのかの判断
・町内会と⺠⽣委員とのつながり
・市⺠と市役所の考え方が違うとき
・避難支援者名簿をもらっても災害時にどうしたらよいかわからない

民生委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケート ２

■民生委員等の活動をよりよくするためにはどのようなことが必要だと思いますか。

・自治会⻑との連携、町内との連携、地区保健師との連携
・委員同士の交流、コミュニケーション
・活動方法や結果等発表しあえる場があると活動のヒントになる
・地域をよく知ること
・情報を共有すること
・市や社協が負担を感じる⺠⽣委員に寄りそう体制を整備する
・区⻑と情報交換できるように、市、社協、包括、⺠⽣委員の個別地域情報交換会に区⻑から参加

してもらう
・⺠⽣委員の仕事内容の検討
・⺠⽣委員の会議や研修等の負担を減らしてほしい。地域が広い
・現役で働いている人ができる環境づくり
・時代に合わせて⺠⽣委員制度の変化（年齢、改選時期の変更）
・市から個人情報を少し提供してもらうと活動しやすいと思う
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民生委員児童委員及び主任児童委員の活動に関するアンケート ３

■民生委員等の活動でよかったことややりがいを感じたことはありますか

・相談を受け、支援につながったこと
・地域の方々に感謝されたこと
・いろいろな研修を受けたり、⾏事に参加できたこと
・町内のことを知ることができた
・いろんな方と知り合いになれた
・⺠⽣委員を引き受けてよかった
・いい経験をさせてもらった
・⺠⽣委員の活動は地域を少しでも円滑にできると思う
・市の政策や事業が分かり、勉強になった

今後の活動にあたって…

考えられる今後の対応課題のポイント課題の分類

・委員同士で支え合い励ましあっていきます。
・やりがい感や地域住⺠から認知度、信頼感

を高める活動に取り組みます。

・委員が安心して、やりが
いをもって活動でき、交
代できる環境の整備

委員活動の基本

・自治会や関係機関の担当者と積極的に関わ
り、必要な時にはすぐに対応できるように
連携していきます。

・委員と地域、関係機関と
の顔が見える、気心の知
れた関係づくり

情報収集に関すること

・多様な要支援者に対応できるよう、⺠児協
内外での研修を通して資質を高めます。

・高齢化や多様な⽣活スタ
イル、豪雪地域に相応し
た委員活動の推進

具体的活動

見守り・支え合い・寄り添い・安心して笑顔で暮らせる魚沼市を目指して

～ご清聴ありがとうございました～
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多多様様なな機機関関やや人人々々がが連連携携・・協協働働すするる地地域域共共生生社社会会
ににてて求求めめらられれるるここれれかかららのの民民生生委委員員ととはは
～～制制度度創創設設１１１１００周周年年のの節節目目をを控控ええてて～～

千千葉葉市市111100地地区区⺠⺠⽣⽣委委員員児児童童委委員員協協議議会会

千葉市版ミンジー

会会⻑⻑ 鈴鈴木木 茂茂子子

千葉県の人口 ６，２７５，４８６人
世帯数 ２，９７３，４２１世帯

千葉市の人口 ９８８，７３２人
世帯数 ４８６，９１３世帯
高齢化率 ２６.３％

中央区の人口 ２２２，３９２人

世帯数 １２２，５２９世帯
高齢化率 ２２.１％

（令和８年4月1日現在）

• 令和８年（2026年）は、千葉のまちが開かれて
９００年という節目の年を迎えました。

• 千葉市は、⾏政区６区あり、中央区は南⻄部寄り
に位置し、臨海部には⼤規模製鉄所などが⽴地し、
東京湾に沿って京葉⼯業地帯を形成しています。

千葉県マスコットキャラクター
チーバくん

千葉市

１
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• 110地区は、千葉市のほぼ中⼼に位置し、近くにはJR千葉駅や
京成千葉中央駅等がある。

• 徒歩圏内に官公庁、医療機関、商業施設があり、千葉港⽅⾯
には、美術館がある。

• ⼾建てよりマンションの多い地域で、新興集合住宅が多く建設さ
れ、ファミリー層が流⼊してきているが、マンションなどは⾼齢者も多
い。

２

概要

課題
• 集合住宅の多い地域では、⾼齢者等の把握が難しい。（様⼦がわかりづらい。）
• 家族構成も把握しにくく、今問題となっている「８０５０問題」等も⾼齢者に問題が発生して、初めてわかる場合があ

る。
• マンション住⺠には、⼈との関わりを好まない⼈も多く、訪問の仕⽅も慎重になることがある。
• 新しいマンションでは、⾒守りのシステムづくりが難しい。

１ 活動を通して住⺠に寄り添い、よく話を聞き（傾聴）、不安を
感じている⼈には、福祉に関する情報、相談窓口を紹介する。

（地域住⺠のつなぎ役として）
２ 定例会では、⾏政からの報告を⾏うだけではなく、地域の問

題点、活動の様⼦等の情報を共有し、意⾒交換を通して⾃⾝
の活動につなげていく。（⺠生委員活動の不安を和らげる。）

３

１１０地区⺠児協の構成
定数︓１９⼈（⺠生委員・児童委員１５⼈、主任児童委員２⼈）⽋員︓２⼈

※新しいマンションが多く、後任の⼈選に苦慮している。
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社協地区部会（地区社協）、町内⾃治会、学校等と協⼒して活動を⾏う。

○セーフティウォッチャーとして登下校の⾒守り活動

グループライン等で、危険個所、不審者等の情報を共有

○⼦育てサロンの開催
・ぷち・あんじゅ … ０歳児親⼦を対象に開催
・mama`sの会 … 親の学びと気づきの教室

情報共有、意見交換を通して親の不安解消に寄り添う
○保育所、子育て支援センターでの保育ボランティア
○子供会のサポーターとして支援

保護者が忙しく、活動に手が足りないときに町内自治会と連携し、支援

４

１ ⼦どもへの取り組み・支援

登下校の⾒守りセーフティウォッチャー

⼦ども会のサポーター ラジオ体操

５

２ ⾼齢者への取り組み・支援

○年１回、⾼齢者調査で実態を把握する。

サロンや町内行事、敬老会等への参加の声掛けもする。

○独居や⼼配と思われる⾼齢者の定期的訪問する。
○年７回のいきいきサロンに参加する。

傾聴やおしゃべりを通して、高齢者の不安解消を和らげる。

○町内⾃治会やいきいきサロン、⾼齢者の⾏事に参加する。
○中学校が実施する認知症サポーター養成講座に協⼒する。
○町内⾃治会等の会議に出席し、⾏政からのお知らせや⾼齢者向けの講座・体操

等の情報を周知する。

町内⾃治会組織のない地域は、活動が⾼齢者調査・個別訪問のみとなっている。

⾼齢者実態調査
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ふれあい・いきいきサロン（ゆうきのサロン）

６

ふれあい・⼦育てサロン（ぷち・あんじゅ）

６５歳以上の⾼齢者を対象に茶話会や
フレイル予防の健康体操を実施しています。

０歳児を持つ保護者を対象に、保護者同
⼠の交流や⼦育てに関する情報交換をして
います。

健康体操

赤ちゃんとぬくぬくストレッチ

・年々増加している独居⾼齢者宅への訪問に⼒を⼊れる。
・⾏政や社協、生活支援コーディネーターにサロン等、⾼齢者向けの活動の仕⽅を相談し、充実
した内容にしていく。
・⼼配のある⾼齢者は、速やかにあんしんケアセンター（地域包括支援センター）につなげる。
・⼦育てサロン等を通して、親の不安解消に寄り添う。
・セーフティウォッチャーの活動等を通して、⼦どもたちが安全・安⼼できるよう⾒守る。
・サロンにも参加しない、地域とつながりを持たない、町内⾃治会にも加⼊していない住⺠への対
応について検討する。
・今後予想される災害時にも対応できるよう取り組んでいく必要がある。

7千葉⽒ゆかりの地（⽩幡神社）

「この辺りは、かつて結城（ゆうき）と呼ばれ、
結城稲荷が祀られていました。
源頼朝が房総半島で再起し、この地に⽩旗
を⽴てられたことから⽩幡神社と呼ばれるよう
になりました。
近くには、千葉常胤が頼朝を出迎えたと伝わ
る君待橋があります。」



63

８
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Kawasaki social welfare council

＃＃SShhaarree  SSmmiillee  かかわわささきき
心心のの距距離離はは離離れれなないい 今今ででききるるこことと

川崎市社会福祉協議会は
かわさきSDGｓゴールドパートナーです

川崎市⺠⽣委員児童委員協議会

ｰ制度創設110周年の節目を控えてｰ

「多様な機関や人々が連携・協働する
地域共⽣社会にて求められる
これからの⺠⽣委員とは」

川崎市多摩区生田第２地区
会⻑ 及川 伸子

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

2

Kaw asak i city  

Kanagaw a Prefect ure 
生田緑地 岡本太郎美術館

多摩川 藤子・F・不⼆雄ミュージアム

川崎市⼈⼝︓約156万⼈
多摩区⼈⼝︓約 22万⼈

2026年４⽉現在

明治大学生田キャンパス

専修大学生田キャンパス

⽇本⼥子大⻄生田キャンパス

東京都

多摩区(生田地区)は“自然” “芸術” “学び”が共生した街
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Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

3

⼈数区分

18,346世帯世帯数
12,896名高齢者

(65歳以上）
16,871名子供

(1４歳未満）
３３名

(定数３４人)
内２名︓主任

児童委員

⺠⽣委員児童委
員

会⻑

運営部会

研修部会

児童部会

副会⻑
会計
監事

生田第２地区⺠児協組織体系

生田第２地区⺠児協の紹介

総会、定例会の準備運営他

独自研修の企画、運営他

毎月開催の子育てサロン
「なのはな」の企画、運営他

部会で吸収しきれないことや、
特命事項により⽴ち上がる
時限組織

委員会

生田第２地区世帯情報

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

4

「⺠生委員
本来の仕事
は︖」

「⺠生委員
にしか出来な
いことは︖」

「⺠生委員
だからこそ取り
組むべきこと
は︖」

今回のテーマである、「地域共生社会の中で求められるこれからの
⺠生委員とは︖」は、皆様と考えていく答えのないテーマだと思う。

「100周年の活動強化⽅策」で取り組んだ活動が本⽇の第１分科
会のテーマ内容である、『地域共⽣社会にて求められるこれからの
⺠⽣委員とは』に通ずる活動であったので今回の報告テーマとしまし
た。

⺠生委員だからこそ取り組むべきこと introduction
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Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

5

活動テーマは抽象的ではなく、具体的な施策をイメージし易いテーマを
選定した。また、３つの活動方針を定め、より充実した活動になるように
工夫した。

10年20年後の私達の地域にあったらいいもの︕
どんな地域にしたい︖どんな活動にしたい︖活動テーマ

「やらされ感のない
活動とする。」

活動⽅針①
「アイディアを多く抽出
するために、まずは、
一⼈称視点でどんど
ん発言する。」

活動⽅針②
「まっさらな状態か
ら議論するため、
リーダーは1期目委
員とする。」

活動⽅針③

活動テーマと基本方針

100周年活動強化方策の紹介 活動の前提条件

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

6

・約１年をかけてグループ討議や委員会を実施。
・グループワークは延べ約４０回。委員会は６回を開催。

01

02

03

グルーピング

施策検討の⽅向性

会⻑・副会⻑の役割

・５つのグループに分かれ活動をおこなった。
・各グループのリーダーは１期目委員とし、２期目以降
のベテラン委員は分散して配置し、
フォロー役を担う。

・テーマは自由に選定。
・失敗してもよい︕
・やってみたいこと、必要だと思うことにチャレンジする。
・ただし、何か壁になったことは、みんなと共有する。

・会⻑、副会⻑は全ての会合に参加。
・方向性の確認とグループ間の連携役。

・紆余曲折や煮詰まること、
ぶつかり合うこともあったが、
自分自身が求める地域
の未来に向けての活動
だったので、委員はイキ
イキとした活動が出来て
いた。

・委員が自分たちが生活す
る地域を良くしたい思いで
活動を⾏った結果、地域
に根付くカフェが出来たり、
地域イベントの交流も創出
された。

100周年活動強化方策の紹介 活動の進め⽅
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Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

7

５つのグループから提案されたアイディアを纏めてみた結果、３つの
活動施策に集約された。

「ゆるカフェ『ミンジｰ』
を始めます︕」

「広報委員会の
⽴ち上げ」

３つの活動施策

「研修委員会の
⽴ち上げ」

・⺠生委員のアピールが
不⾜している。

・地域住⺠や学校との
交流が不⾜している。

・議事録や写真が一元
管理されていなく、メン
バーが変わると無くなる
リスクがある。

・新任委員は基礎的な
知識が不⾜しているの
で勉強会を計画すべき。

・毎年実施している研修
会はマンネリ化している
ので⾒直しをおこないた
い。

・地域にどんな方が住ん
でいるか︖地域のことが
分かっていない︕

・誰でも気軽に来て、話
しやすいカフェを作れば
色々な情報が入って来
るかも。

① ② ③

100周年活動強化方策の紹介 活動の成果

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

8

近隣⼩学校「なかよしまつり」
近隣自治会「フェスタ」

︓生田第２地区⺠児協専⽤のビブス着⽤

100周年活動強化方策の紹介 広報委員会活動の成果

・学校⾏事に参加し、教室を貸し切って生徒
の皆さんやPTAの皆さんと交流を図っている。

・自治会のイベントにも参画し⺠生委員ブー
スを作成することで、地域住⺠との交流を
図っている。

・イベント参加時は、専用ビブスを着⽤し「⺠
⽣委員」認知度向上にも積極的に取り組
んでいる。

情報誌「モイ︕」

「モイ」とはフィンランドの気楽な挨拶の言葉
・地域のプチ情報や連絡事項等を記載し
て対象住⺠に配布。

・既に数十種類の⽤紙デザインが
作成されている。
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Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

9

記録類の⼀元管理

・議事録等の各種記録や写真を
Googleドライブに一括管理。

・各種情報をインターネット上で
安全にデータ保存が可能。

・ファイルのダウンロードは管理者
のみ可能なセキュリティー設定。

100周年活動強化方策の紹介 広報委員会・カフェ活動の成果

【月２回開催】
・多摩区でも、なにかと取り上げられる
存在まで認知されている。

・好評につき現在２か所で開催。
・気兼ねなく、ただのんびりと会話が楽しめ
るカフェを提供。

ゆるカフェ「ミンジｰ」

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

10

100周年活動強化方策の各施策を今後も継続的に運⽤していくために、活動の⻭
止めとして毎⽉の定例会にて運⽤状況のアンケート結果の共有を実施している。
【PDCAサイクルのCheck、Actionに相当】
最近では、運⽤状況の他、委員の気持ちや諸々の活動内容も記載するようになった。

アンケート項目

100周年活動強化方策の紹介 活動の⻭止め
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Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

11

活動がうまくいったポイント︕
01

02

03

やらされ感のない活動。

色々な視点でどんどんアイディアを提案。
固定概念を持たない１期目委員を
リーダーとした。

エンゲージメント
チーム員が理念や目
標に共感して「貢献し
たい︕」、「共に成⻑し
たい」と思う状態。

「エンゲージメントを高めるための３つのポイント」
01 ⽅向性、理念を明確にする

02 コミュニケーションを活発化

03 不満や改善を求める声を元に改善をおこなう。

目標や理念を明確にすることで、メンバーがその思いに
共感し、同じ方向に向くことができる。

良好な関係を構築することで、それぞれが活動しやすく
なる。

課題を共有し、改善をおこなうことでメンバーのエンゲー
ジメントの向上が期待できる。

これらのポイントから委員のエンゲージメントが高まり、充実した活動ができた︕

04

抽象的ではなく、明確な目標を設定。

100周年活動強化方策の紹介 活動のまとめ

Kawasaki social welfare council
＃Share Smile かわさき

心の距離は離れない 今できること

12ご清聴ありがとうございました。

最後に︕ 「まとめ」

委員全員が自分の生活する地域をより良くする。したい。と言う理念に共感し⾏動
することが大切である。
委員自身がエンゲージメントを高め活動することで、その⼟地に住む住⺠の生活
向上に繋がるのではないでしょうか。

『⺠生委員だからこそ取り組むべきこと』

01 「５つの信条を胸に」、地域を暖かく⾒守りながら、この地域に「あったらいいもの」、
「欲しいもの」を協議会の仲間達と共有し、ワクワクしながら活動し、一歩一歩実現
していけばよい︕

02 ⺠生委員は形に捕らわれず多様性を⼤切にして、それぞれが出来ることを工夫して
楽しくやればよい︕

03 ⺠生委員の姿に縛られないで良いのでは︕⺠生委員本来の姿と言われてしまうと、
「⽴派にこうあらねば」と考えてしまうが、時代も変化し、⺠生委員の役割や接し方も
変化して当たり前。

『地域社会と共生』するには︕
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第２分科会 
 

【全国選択協議題】 

「なりて確保」に向けた環境づくり 

～新たな担い手と委員の継続性を考える～ 

 

 

令和７年１２月の一斉改選における欠員数は、前改選時に比べて大きく増加しており、より実効

性のある「なりて確保」に向けた取り組みが求められています。この「なりて確保」は、「新たな担

い手確保」と「現任委員の継続性」という２つの視点から、「外部（地域住民や関係機関等）への

働きかけ」や「民児協内部の環境づくり」など、今私たちができることを考えていく必要があります。 

この取り組みは、一朝一夕にいくものではなく、推薦・委嘱機関である行政や、地域福祉の推

進団体である社会福祉協議会、町会・自治会等の地縁組織、協力者でもあり要支援者でもある

地域住民など、その立場に応じた理解者を増やしながら、この課題を共有し、新たな担い手の発

掘・育成に取り組んでいく必要があります。 

また、単位民児協においては、仕事や介護、育児をしながらでも活動できるように、活動の整

理や役割分担、メンタルヘルスなどに取り組みながら、継続しやすい環境づくりを進めていく必

要があります。 

本分科会では、「なりて確保」に向けた課題を共有しながら、これまで実践してきた地域への働

きかけや民児協内部の環境づくりはもちろん、今後実践していきたい取り組み、地域や関係機関

との向き合い方等についてご協議ください。 

（敬称略） 

役 割 氏 名 所 属 

コーディネーター 菅野 道生 淑徳大学総合福祉学部 教授 

実践報告者 

中村 恵吾 東京都都民連 常務委員 

佐野 晋 静岡県民児協 副会長 

渡邉 寿子 新潟市亀田地区民児協 会長 

望月 規男 相模原市民児協 会計 

運営責任者（進行） 梶原 栄治 千葉県民児協 理事 

運営幹事 
大内 美弥子 千葉県民児協 評議員 

石毛 克身 千葉県民児協 評議員 



 第２分科会コーディネーター略歴 

菅野 道生 氏

（淑徳大学総合福祉学部・教授） 

【学歴】 

明治学院大学大学院博士課程中退 

【専門分野】 

地域で発生する様々な生活上の困りごとやコミュニティづくりの課題について、住

民や当事者、関係団体や専門機関、行政等様々な主体がともに考え、その解決にむ

けて取り組む諸活動 

【職歴】 

東京都社会福祉協議会、東日本国際大学、岩手県立大学教員を経て、2023年４月

より現職。大学での担当科目は地域福祉論など。 

【テーマに関する主な著作】 

〇「住居荒廃(ごみ屋敷)の実態および地域住民と支援者の認識からみた対応課題 : 

東北地方 A 自治体を対象とした実態調査を通じて」（2026） 

〇「民生委員・児童委員活動とヤングケアラー」（2024） 

〇「岩手における地域生活課題の動向～コロナ禍の影響も踏まえて～」（2023） 

〇「今日から福祉職シリーズ 押さえておきたい地域福祉・社会福祉協議会」（2022） 

〇「岩手県Ａ市Ｂ地区の高齢者世帯におけるゴミ出し支援のニーズに関する調査」 

（2022） 

〇「地域共生の場における総合相談の内容と対応－相談記録データの分析から」 

（2020） 

〇「被災地における高齢者の社会的孤立」（2017） 

〇「民生委員のひとり暮らし高齢者支援の課題－東京都葛飾区民生委員活動実態調

査から」（2011） など 
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本資料は菅野道生が作成した原資料をもとに、NotebookLMのスライド作成機能を使用して生成したものです。
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ササロロンン等等のの
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ままととめめ
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のの意意義義
やや、、ややりりががいい
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第２分科会

「なりて確保」に向けた環境づくり
～新たな担い手と委員の継続性を考える～

東京都民生児童委員連合会常務委員
荒川区民生委員・児童委員協議会会長

中村 恵吾

令和８年度（第86回）
関東ブロック民生委員児童委員活動研究協議会（千葉県大会）

1

東京都の概況

委嘱率現員数定数
86.3％9,299人10,771人

（令和８年４月１日時点）

推薦準備会

民生・児童委員協力員制度

班活動

東京都段階での「なりて確保」の取り組みの一例

2
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荒川区の特徴

ᴝԜא׃׀ׂ׃
東京都の200分の1以下

23区では2番目の小ささ

ׄׄ ־
全国約1,700の自治体の上位8％

※令和８年５月1日現在

᷈ḻḙ᷄Ḑᶉ ᶊ ᵮᶍ ᵫ ᶲᶆᵣᶪ ᶆᵸ

東京都

3

ׇאׄ־ׄׄ ׁᴝԜ
都内で3番目に高い

※令和８年５月1日現在

ׇ׃ׄ דג׃ ֶד׀בג

ø ֩ ╓ ֹ֪ ḒḻḘᴻ ֩ ᵪ ֪֩ᴁׄ׃׀ב ֪

※都内全体は、8年9か月

הה

ᶇ ╢ ְׁ

△単位民児協毎に充足率の高い地区と低い地区のばらつきがある
※充足率最高：１００％～最低：６７％
※所属単位民児協（西尾久地区）の充足率：９２％（定数２５名・欠員２名）
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